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福島県再生可能エネルギー復興推進協議会は、避難解除区域等における円滑かつ効果
的な再生可能エネルギーの導入推進とその収益を活用した復興支援を実施しています。
今回は、令和２年度に実施した事業と令和３年度に実施する事業・公募情報について

お知らせします。

令和２年度の地域復興支援事業は13事業実施しました！

避難解除区域等１２市町村において、再生可能エネルギーの導入拡大を着実な復興につなげていくため、
再エネ発電事業者の売電収入を活用した地域復興支援事業（市町村単独事業・広域事業）を実施しています。

市町村単独事業１０件、広域事業３件を助成しました。助成事業の一部をご紹介します。
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市町村単独事業
再エネ発電所が立地している避難解除区域等１２市町村が単独の市町村域で実施する事業です。

南相馬市 富岡町 楢葉町 浪江町

農業復興チャレンジ
次世代を担う農業者の確
保・育成を図るため、南
相馬農業復興チャレンジ
塾を6回開催。

桜植樹等業務委託
町のシンボルである桜並
木、桜のトンネルの再
生・発展のため、老木の
伐採と植樹を実施。

公共交通運営事業
生活交通の確保・支援
として、「町内おでか
けタクシー」と「町内
お買い物バス」を運営。

花のまち推進事業
町のイメージアップを目的
としたパンフレット等を作
成し、販促イベント等にお
ける花のPRにより、新規就
農者の確保につなげた。

広 域 事 業
避難解除区域等１２市町村の複数に跨って協議会が実施する事業です。

部活動チャレンジ
避難解除区域等12市町村内の高校を対象に、部活動の活動を支援

しました。

原町高校吹奏楽部
コンクール等の中止が相次ぐ中、定
期演奏会を実施し、部員同士の結束、
地域社会とのつながりを得られた。

川俣高校フェンシング部
High School Japan Cup2020に参加し、
女子個人サーブル準優勝・男子個
人サーブル３位の結果となった。

相馬農業高校馬術部
南相馬総合体育大会に参加し、クロ
スジャンプ競技第1位・第2位、LCク
ラスジャンプ第2位の結果となった。
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現在、事業の申請を募集しています。（令和３年11月24日現在）

■ 教育旅行支援事業

避難解除区域等12市町村へ教育旅行を
実施する学校および同旅行の販売促進を
行う旅行会社を支援します。

※研修旅行を行う企業及び旅行会社への支援事業も
ございます。（１人泊あたり２千円、最大２０万円）

■ 移動販売支援事業

避難解除区域等12市町村内
で移動販売を行う事業者を
支援します。

申請には要件があります。詳しくは、 再エネ復興推進協議会 公募情報 検索

1人泊あたり
２千円

最大４０万円

最大
３００万円

令和３年度は以下の地域復興支援事業を実施中です。

■ 市町村単独事業

■ 広域事業

部活動チャレンジ
再エネソーラーカー支援
教育旅行支援事業
研修旅行支援事業
移動販売支援事業 new!
再エネ・水素授業支援事業 new!

南相馬市 再生可能エネルギー普及促進事業
環境美化推進事業
認定農業者経営改善ステップアップ事業補助金
経営改善支援事業
有害鳥獣被害防止総合対策事業補助金
南相馬市小中学校再エネ学習事業
南相馬川房振興事業

富岡町 桜保全維持管理計画策定支援業務委託
桜植樹業務委託
夜ノ森駅西側歩道舗装修繕
玉ねぎ乾燥貯蔵施設基本計画業務委託
桜まつり2021業務委託

楢葉町 町内公共交通推進事業
シェアハウス推進事業

川内村 計画策定業務委託事業

浪江町 農業担い手確保事業

避難解除区域等における再生可能エネルギーの普及
啓発及び人材育成のため、ソーラーカーの大会に参
加する学校への支援を行いました。

再エネソーラーカー支援事業

小高産業技術高校
機械工作部
ソーラーカーの制
作にあたり、工作
機械の操作技術や
溶接の技能などを
身につけることが
できた。

教育旅行支援事業

福岡高校／JTB福岡支店
福島ホープツーリズムを通し、
震災から復興までの道のりな
どを学ぶことができた。

避難解除区域等１２市町村への教育旅行を行う学校
及び同教育旅行の販売促進を行う旅行会社に対して
支援を行いました。

喜多方高校／JTB福島支店
東日本大震災を振り返り学ぶこ
とと共に、将来に向けて今後ど
う福島県民として向き合ってい
くか考えることができた。
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